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§１ はじめに

環境振動の居住性能に関する規準類の多くは，各評価

曲線に対応した性能レベルの意味するところが明確でな

く，振動が発生した際に居住者や執務者がおかれる状況

を説明することは難しい。 の振動感覚曲線が，現Meister
在でも実務で参照されることが多いのも，評価曲線がわ

かりやすく具体的に表現されていることが一因となって

いる可能性がある。

このような現状に対して，筆者らは，これまでにも既

報 などを中心に，ユーザーにわかりやすい性能説明の１)

必要性や性能設計における説明資料の位置づけなどにつ

いて述べ，水平振動を対象とした居住性能に関する説明

資料を提案してきた。この考え方に基づき，本報では，

知覚確率と感覚評価における回答確率を用いた鉛直振動

に関する居住性能レベルの説明資料を示す。さらに，水

平振動に対しては視覚による影響をあわせて検討できる

資料を提示する。

§２ 環境振動の居住性能に関する説明資料

これまでに実施した鉛直振動 および水平振動 に対す２) １)

る実験結果に基づいて，居住性能レベルの説明資料を示

したものが ， である。水平振動については，既図１ 図２

報 に掲載した全実験範囲のデータから，いくつかを抜３）

粋して例示した。

，ここでは知覚閾を基盤とし，あわせて不快感や不安感

振動の大きさなど，心理的な要素を含む感覚評価を説明

項目とする。ユーザーや専門家へのヒアリングにおける

意見をふまえ，

設計に有効で居

住者が実感しや

すい項目を検討

した。具体的に

は，ユーザーの

指摘にあった居

住性能評価の対

象となる可能性

のある範囲とし

て，知覚確率が

ほぼ ～ ％に0 100
変動する加速度

範囲を示すこと

とした。その範

囲内で回答確率

が ％以下に変50
動し，性能のグ

レードを表現で

きる項目を選択

した。各振動に

対する回答確率

を，振動数ごと

に直線補間して

求めた加速度に

プロットし，±

％のデータ範10
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Proposition for Explanation Data of Habitability of Environmental Vibration
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図１ 鉛直振動に関する性能説明資料
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囲をもつ 関数を適用して図中の曲線を求めた。Stineman
従来から評価の規範となっている知覚閾を知覚確率で

表現することで，各性能レベルについて「この程度の振

動は約○％の人が感じる可能性がある」などの具体的な

説明が可能である。

さらに水平振動に対しては，体感と視覚で同時に振動

を感じる場合の知覚確率をあわせて示した。 にみる図２

ように，高層建物で風振動が生じる 程度以下の低振1.0Hz
動数範囲では，視覚からも振動を認識できることで，知

覚確率が著しく高くなる。知覚確率の低い範囲では視覚

の影響は小さいが，知覚確率 ％前後の範囲で体感によ50
る知覚確率との差が大きい。一方， 以上の高振動数1.0Hz
範囲では，視覚は知覚確率にほとんど影響しない。鉛直

振動に対しては体感と視覚による知覚確率を示していな

いが，床スラブの固有振動数などを考慮すると，比較的

高い振動数が対象となるため，視覚による影響は小さい

ものと考えている。

それ以外の感覚評価の回答確率は，知覚確率が高く，

多くの人が感じる振動の性能レベルを多元的に説明する

上で有効である。知覚閾と異なり 「とても小さい 「と， 」

ても弱い 「まったく不快でない 「まったく不安を感じ」 」

ない」などの表

現は，加速度が

比較的大きい範

囲にもあてはま

る人がいて回答

に個人差がある

一方，回答確率

はいずれもほぼ

同じように推移

する。この傾向

は鉛直振動で顕

著である。これ

らの項目を統括

した１つの評価

指標とすること

も可能であるが，

そのなかで不快

感や不安感など

は，個人差や居

住者の意識・状

況によるばらつ

きが大きいため，

性能レベルの説

明をより具体的

に補う項目とし

て用いるのが適

当であろう。

§３ おわりに

ユーザーの要求に即して，環境振動に関する居住性能

評価や性能設計を実現するには，専門家が積極的にユー

ザーを啓発し，個々の居住環境で日常的に生じる振動の

可能性とその時の居住者・執務者の状況をできる限り具

体的に説明し，設計計画段階でユーザーの理解を得るこ

とが求められる。設計指標としての精度とユーザーにと

ってのわかりやすさのバランスなど，今後検討すべき課

題もあるが，本報で提示した資料が，その基礎資料にな

るものと考えている。

本研究の一部は，科学研究費補助金（基盤研究( )）C
による。
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図２ 水平振動に関する性能説明資料

（一部抜粋）

̶312̶




